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　4月3日に架橋40周年を迎えた能登島大橋。
　同日、能登島大橋ロードパークで記念式典が行われ、能登島小学校5年生
15人が息の合ったばちさばきで架橋40周年を祝福しました。
　能登島大橋は島民の暮らしにとって大切な「島の宝」。
　架橋に尽力した方々への感謝を忘れず、この「島の宝」が、末永く、これから
の世代に引き継がれていくことを心から願います。　



2議会だより

３　月
会　議
の概要

　令和3年度第2回七尾市議会定例会3月会議は、3月1日（火）から3月22日（火）までの22日　令和3年度第2回七尾市議会定例会3月会議は、3月1日（火）から3月22日（火）までの22日
間の会議期間で行われました。今会議において、代表質問として3名の議員が、一般質問として間の会議期間で行われました。今会議において、代表質問として3名の議員が、一般質問として
13名の議員が市政一般について質問を行いました。13名の議員が市政一般について質問を行いました。
　議案等については、議案48件、報告2件（報告2件は議決不要）が市長より提出され、審査の結　議案等については、議案48件、報告2件（報告2件は議決不要）が市長より提出され、審査の結
果、すべての議案が可決されました。　果、すべての議案が可決されました。　
　最終日には、追加議案5件、同意案1件が提出され、すべての議案が可決され、同意案も同意さ　最終日には、追加議案5件、同意案1件が提出され、すべての議案が可決され、同意案も同意さ
れました。れました。
　また、意見書提出を含む議会議案4件も提出され、すべて可決されました。　また、意見書提出を含む議会議案4件も提出され、すべて可決されました。

令和４年度　令和４年度　一般会計一般会計 346億3,000万円  346億3,000万円 を可決を可決！！
（対前年度比　28億7,000万円 増　＋9.0％）（対前年度比　28億7,000万円 増　＋9.0％）

　　　※予算総額　676億7,474万4千円　　　※予算総額　676億7,474万4千円
（一般会計、特別会計を合わせたもの）　（一般会計、特別会計を合わせたもの）　

総合計画の一層の推進
のため、
施策の企画立案や調整、
情報発信の強化、
スピーディな課題解決
に取組む。

企画振興部と企画政策課を新設。
他の２課は市民生活部から所管替え。

可決した令和４年度当初予算の主な内容
～ 豊かなまち、楽しいまち、笑顔あふれるまちを目指して ～

「新たな部の設置」（議案第79号 七尾市部設置条例の一部を改正する条例について）を可決

　ふるさと納税の推進
　 ･･･････････････････ 1 億 9,646 万 1千円　　　

　賑わい創生プロジェクト
　 ･･･････････････････ 135 万円　ほか

Ⅰ  地域産業の再生

新

拡

拡

新

　出産祝金の拡充
　 ･･･････････････････ 3,240 万円
　　　
　学校給食費の無償化（公費負担化）
　 ･･･････････････････ 2,308 万 6千円　ほか 

Ⅲ  子育て環境の充実と次代を担う人づくり

　七尾版GoToトラベル推進事業
　 ･･･････････････････ 2 億 5,500 万円
　　　
　国民文化祭プレイベントの開催
　 ･･･････････････････ 862 万円　ほか

Ⅱ  さらなる交流人口の拡大

新

新

新

新

　地域公共交通計画の策定
　 ･･･････････････････ 591 万 8千円
　
　加圧式給水車の配備（水道事業会計）
　 ･･･････････････････ 2,962 万 7千円　ほか

Ⅳ  安全・安心な地域づくり

新設

★詳しい内容は広報「七尾ごころ 4 月号」をご覧ください。

学校給食費の「公費負担化」にあたり、給食における児童・生徒への食育の充実を強く求める。

企画振興部
企画政策課

議会からの意見

地域づくり支援課

広報広聴課

不測の事態に、より機動的・効果的に対応
するため防災交通課を室から課に格上げ。

市民生活部
防災交通課

環境課

市民課
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総務企画常任委員会に付託を受けた議案および予算総務企画常任委員会に付託を受けた議案および予算
決算常任委員会総務企画分科会に分担された議案に決算常任委員会総務企画分科会に分担された議案に
ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。

総務企画 分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

【議案第64号】
令和4年度七尾市一般会計予算
◆車両購入費について

問環境に配慮した車の購入を考えているのか。当市では、水素ステー
ションの整備費の予算もあるが、どのような対応を考えているの
か。
答今回の車両購入費は、電気自動車等の購入ではない。県内各市で電
気自動車等を購入していることは把握しており、令和5年度以降の車
両購入で検討していく。

◆消火栓整備事業費について

問令和4年度は、七尾地区３基、田鶴浜地区５基、中島地区３基、能登島
地区１基の予定としているが、事業箇所の選定理由について伺う。
答緊急度の高い場所は、住宅密集地、消火栓と消火栓の距離が離れ
ているような地域で、その中で優先すべき場所を選定している。
なお、令和４年度から4年間で48基を新規に整備する予定である。

主な審議内容

【議案第64号】
令和4年度七尾市一般会計予算
◆交通安全推進隊費について

問七尾市交通安全推進隊の隊員は何名か。また、なり手は不足して
いるのか。
答現在の隊員数は定数100人以内に対して61名である。内訳は七
尾地区31名、田鶴浜地区11名、中島地区7名、能登島地区12名
である。 なり手については、新規になられる方がほとんどいない
状況である。かなり高齢化が進んでおり、各町内会に推薦を依頼
するが、なかなか人材を確保できない状況である。

【議案第73号】
令和3年度七尾市一般会計補正予算（第14号）
◆地域振興基金積立金について

問8億円の積立だが、具体的な何かをするために行うものか。
答そうではない。現状、残高が10億円を切るほどの額になっているた
め、将来の一般財源が必要な地域振興にかかる事業に備えるもの
である。

通学時の児童・生徒の安全確保のため活動している交通安全推進隊通学時の児童・生徒の安全確保のため活動している交通安全推進隊

◆◆委委　員員　長／西川英伸長／西川英伸
◆◆副委員長／原田一則副委員長／原田一則
◆◆委　　員／山花　剛、瀨戸三代委　　員／山花　剛、瀨戸三代
　　　　　　山添和良、永崎　陽　　　　　　山添和良、永崎　陽

2 月会議の概要

提出された議案

　令和３年度第２回七尾市議会定例会２月会議は、令和４年２月10日（木）の１日間の会議期間で行われ、
議案第61号令和３年度七尾市一般会計補正予算（第13号）を含む議案３件、報告１件（議決不要）が提出
され、審査の結果、全て可決されました。　

◆事業復活支援金事業費
コロナ禍で減収している市内中小企業者に対す
る事業継続・復活のための市独自の緊急支援金
対象要件：コロナ禍で売り上げが 30％以上

減少し、国の事業復活支援金を受
けた市内中小企業者（全業種）　

支援金額：法人20万円、個人事業者10万円
　　
◆地域活動応援金事業費
ウィズコロナ、アフターコロナを見据えた持続
可能な地域づくりを応援するための交付金
概要：各地域づくり協議会に、活動再開のため

の感染予防対策や環境整備等に係る経費
を市独自応援金として交付

◆徴収事務費
令和 5年度分からの税および料金（※）のコン
ビニ収納およびスマホ決済サービスに対応する
ためのシステム改修費
※税（市県民税、固定資産税、軽自動車税、　

国民健康保険税）
　料金（介護保険料、後期高齢者医療保険料、

　上水道料金、下水道料金）
　　
◆小中学校管理費
安全対策のためのカメラ付きインターホンおよ
び電子錠等を設置するための経費
　対象校：8小学校と 3中学校

【議案第61号】　令和3年度七尾市一般会計補正予算（第13号）

◆料金設定を変更し、駐車場利用者の利便性向上を図ることで、駅前のにぎわいづくりや、JR七尾線の利用
促進につなげるもの

【議案第63号】　七尾市七尾駅前駐車場条例の一部を改正する条例について

【2月会議】
委員会付託　・議案１件
分科会分担　・議案１件

【3月会議】
委員会付託　・議案16件
分科会分担　・議案６件

３月会議 ３月会議

３月会議
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【議案第64号】
令和4年度七尾市一般会計予算
◆結婚新生活支援事業費について

問補助対象に新たにリフォーム費とあるが、購入した住宅と賃貸住宅の一
部リフォームも対象となるのか。
答国のQ＆Aでは、賃貸物件は対象となるが、賃貸借契約により貸主が負
担すべきリフォーム費用は対象とならず、借りる側がリフォームするもの
については対象としている。
問夫婦ともに39歳以下で所得の合計が400万円未満ということだが、
その理由は何か。
答この事業は、国庫補助事業であり、国の基準に準じて夫婦ともに39歳
以下で所得合計400万円未満を対象としている。

◆妊産婦、乳幼児健康診査事業費について

問新規事業に追加された新生児の聴覚スクリーニング検査費用への助成
は、全額助成か。
答出産後各産婦人科で実施するもので、各医療機関で違うが、5,000円
前後の費用に対して、3,000円を上限に補助する。

【議案第64号】
令和4年度七尾市一般会計予算
◆能登島有害鳥獣処理施設管理運営費について

問能登島有害鳥獣処理施設の稼働率はどれくらいなのか。
答３月４日現在で、成獣が162頭、幼獣が107頭で合計269頭を処理し
た。捕獲頭数の約7割が処理施設に持ち込まれて処理した。
問現在も埋設は行っているのか。
答処理施設まで30分以上かかると
ころは、持ち込みでもいいし、地元
で埋めてもいいというようなかた
ちになっている。

主な審議内容

主な審議内容

【議案第64号】
令和4年度七尾市一般会計予算
◆教職員多忙化改善推進事業費について

問先生の働く環境を整えないと子どもたちの教育環境は良くならない。
スクール・サポート・スタッフの必要人数を把握し、配置してほしい。

答スクール・サポート・スタッフは、令和4年度は2名増員としているが、
単級以外の学校（学年で2クラス以上の学校）を対象に配置したいと考
えている。単級以外の学校が6校あることから、2名増員（4名→6名）
としている。
　今後も、単級の学校にも配置の必要があるか状況をしっかり見極め、
随時検討していく。
問留守番電話を設置する学校はどこの学校か。また、この設置が多忙化
の改善につながるというのはどういったところなのか。
答全ての小中学校に設置する予定である。
　最終退校時刻の３０分前に留守番電話にして時間外の電話対応を減ら
すことで、仕事に集中して取組む時間を確保することができ、多忙化の
改善に大きく貢献するものと考えている。
　（所定の勤務時間はおおむね16:30まで、留守電対応は小学校18時、
中学校19時から翌日7:30までを目途と考える。）

【議案第64号】
令和4年度七尾市一般会計予算
◆空き店舗対策事業費について

問空き店舗対策事業は、具体的にどの辺りを想定しているのか。
答リボン通りと銀座といわれているエリアを想定している。対象範囲につ
いては、予算の範囲内で調査をしながら決めていく予定である。

◆七尾版ＧｏＴｏトラベル推進事業費について

問七尾市内・市外の利用の割合はどのぐらい見込んでいるのか。
答市内・市外の割合は出していないが、全体で5万人を見込んでいる。

３月会議

３月会議 ３月会議

３月会議

新生児聴覚スクリーニング検査費用の一部助成の案内チラシ新生児聴覚スクリーニング検査費用の一部助成の案内チラシ

能登島有害鳥獣処理施設能登島有害鳥獣処理施設

教育民生常任委員会に付託を受けた議案および予算教育民生常任委員会に付託を受けた議案および予算
決算常任委員会教育民生分科会に分担された議案に決算常任委員会教育民生分科会に分担された議案に
ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。

産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算
決算常任委員会産業建設分科会に分担された議案に決算常任委員会産業建設分科会に分担された議案に
ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。ついて審査した結果、主に下記内容が議論されました。

教育民生

産業建設

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

◆◆委委　員員　長／中西庸介長／中西庸介
◆◆副委員長／江曽ゆかり副委員長／江曽ゆかり
◆◆委　　員／木戸奈諸美、和田内和美委　　員／木戸奈諸美、和田内和美
　　　　　　木下美也子、山崎智之　　　　　　木下美也子、山崎智之

分科会（予算決算常任委員会）
常任委員会

◆◆委委　員員　長／木下敬夫長／木下敬夫
◆◆副委員長／徳田正則副委員長／徳田正則
◆◆委　　員／髙橋正浩、佐藤喜典委　　員／髙橋正浩、佐藤喜典
　　　　　　垣内武司、今田勇雄　　　　　　垣内武司、今田勇雄

【2月会議】
委員会付託　・議案１件
分科会分担　・議案１件

【2月会議】
委員会付託　・なし
分科会分担　・議案１件

【3月会議】
委員会付託　・議案８件
分科会分担　・議案９件

【3月会議】
委員会付託　・議案８件
分科会分担　・議案11件
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。
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よ
う

な
方
策
や
、
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た

状
況
で
の
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に
描
い

て
い
る
の
か
伺
う
。

七
尾
市
独
自
の
国
の
事
業
復
活

支
援
金
へ
の
上
乗
せ
に
よ
り
、

ま
ず
は
疲
弊
し
た
事
業
者
の
事
業
継
続

を
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

第
6
波
の
収
束
を
見
据
え
た
次
の
一

手
と
し
て
、
地
域
経
済
の
消
費
喚
起

を
促
す
第
3
弾
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
を
行
う
。
さ

ら
に
、
宿
泊
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
、

2
億
5
千
5
百
万
円
の
七
尾
版G

oTo

ト
ラ
ベ
ル
推
進
事
業
に
取
組
み
、
段
階

的
に
地
域
経
済
の
立
て
直
し
を
図
っ
て

い
く
。

■
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
可
能
な
手
続
き
は
？

七
尾
市
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
の
案
が

示
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
現
時
点
で
課
題

が
あ
り
活
用
の
拡
大
と
な
っ
て
い
な
い
と
あ
る

が
、
そ
の
課
題
克
服
の
た
め
の
対
応
措
置
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

　

ま
た
、
行
政
事
務
の
効
率
化
だ
け
で
の
デ
ジ

タ
ル
化
で
は
意
味
が
な
く
、
市
民
の
恩
恵
享
受

と
い
う
の
は
当
然
求
め
ら
れ
る
。
現
時
点
で
オ

ン
ラ
イ
ン
可
能
な
手
続
と
い
う
の
は
4
５
２
件

あ
り
、
令
和
5
年
度
ま
で
に
随
時
オ
ン
ラ
イ
ン

化
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
令
和
4
年
度
に
取
り

込
め
る
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
Ｉ
の
活
用
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
に
は
、

下
表
に
示
す
課
題
が
あ
り
、
今
後
、
国

が
示
す
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
で
、
他
市
の
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
ど
う
い
っ
た
も
の
が
効
果
的

に
行
え
る
か
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
可
能
な
手
続
き
は
、
現
在
、
国

の
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
と
七
尾
市
独
自
の
電
子

申
請
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
。
ぴ
っ
た
り
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
今
年
度
は
、
４
つ
の
手
続
が
で
き
、

令
和
4
年
度
に
は
子
育
て
と
介
護
の
関
係
の
22

の
手
続
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
。
七
尾
市
独
自

の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
は
令
和
4
年
度
に
は

１
０
０
件
を
目
標
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
。
今
、

申
請
件
数
が
多
い
も
の
を
洗
い
出
し
し
て
お
り
、

順
番
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
て
い
く
。

■
特
別
天
然
記
念
物
ト
キ
放
鳥
受
け
入
れ
に
つ
い
て

ト
キ
の
放
鳥
地
に
手
を
挙
げ
よ
！

石
川
県
議
会
２
月
議
会
に
て
、
知
事
は
、
特
別
天
然
記

念
物
ト
キ
の
受
け
入
れ
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
世

界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
る
能
登
地
域
で
の
放
鳥
を
想
定

し
、
実
現
に
は
関
係
市
町
の
協
力
が
不
可
欠
と
述

べ
て
い
る
。

　

七
尾
市
は
、
平
成
24
年
〜
26
年
の
３
年
間
、「
能

登
の
里
山
里
海
」
保
全
事
業
で
里
山
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
と
ト
キ
が
舞
う
里
づ
く
り
事
業
を
行
っ
て
き

た
が
、
そ
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
放
鳥
地
に
七
尾
市
が
応
募
す
る
の

か
を
伺
う
。

里
山
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
で
は
釶
打
ふ
る
さ

と
づ
く
り
協
議
会
が
、
ト
キ
が
舞
う
里
づ

く
り
事
業
で
は
能
登
自
然
の
里
な
が
さ
き
が
、
耕

作
放
棄
地
を
活
用
し
て
ビ
オ
ト
ー
プ
を
造
成
し
、

生
物
多
様
性
の
保
全
や
地
域
住
民
の
理
解
促
進
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

能
登
地
域
は
放
鳥
候
補
地
と
し
て
最
有
力
候
補

だ
。
能
登
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
ト
キ
が
生
息
し

や
す
い
環
境
整
備
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
候

補
地
に
選
定
さ
れ
れ
ば
、
石
川
県
、
関
係
市
町
と

連
携
を
図
っ
て
い
く
。
こ
の
地
域
に
ト
キ
が
来
る

こ
と
は
非
常
に
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
り
、
前
向
き

に
検
討
す
る
。

代
表
質
問

質

質

質

答

答

答

コロナ禍における支援
事業継続のために・・・

事業復活支援金（国の事業）

上記の国事業への上乗せ
　法人20万円、個人10万円の上乗せ

七尾市
独自策

第6波収束を見据えて・・・

キャッシュレス決済ポイント還元事業

七尾版GoToトラベル推進事業

第３弾

キャッシュレス決済（イメージ）キャッシュレス決済（イメージ）

Q&  A議員の 市の

代
表
質
問

代
表
質
問

垣内 武司 議員
（灘会）

木下 敬夫 議員
（あすなろ）

トキが舞う里山（イメージ）トキが舞う里山（イメージ）

永崎　陽 議員
（新政会）

  ビオトープとは
　動物や植物が安定して生活できる生息空間（生物生息空間）のこと。
　「bio（命）」と「topos（場所）」を組合わせた造語。

ＡＩの活用やＲＰＡ導入についての課題と対応

ＡＩの活用 議事録支援システムの活用にとど
まっていること ➡ さらにどのような分野や業務に

活用していくか検討する

ＲＰＡの導入 既存の業務のやり方のままでは効
果が得られない業務があること ➡ 業務プロセスの全面的な見直し

が必要

申請書

市役所



Q&A6議会だより

Q&  A議員の 市の

■
子
ど
も
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

■
七
尾
市
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
計
画
に
つ
い
て

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
学
習
支
援
を
！

税
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
状
況
は
？

　
　不
登
校
児
童
・
生
徒
は
年
間
30
日
以
上
欠
席
し
た
児

童
・
生
徒
と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
登
校
は
し
て
い
る

が
教
室
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
保
健
室
や
指
導
室
な
ど
で
過

ご
す
児
童
・
生
徒
も
多
数
い
る
の
が
現
状
で

す
。
こ
う
い
っ
た
児
童
・
生
徒
に
は
別
室
で

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
有
効
だ
と
考
え
る
が
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
教
育
に
対
す
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
学
習
支
援
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　

ま
た
、
窓
口
で
支
払
う
各
種
証
明
書
の
発

行
手
数
料
や
税
な
ど
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

の
推
進
に
つ
い
て
、
導
入
す
る
決
済
手
段
や

種
類
を
伺
う
。

令
和
４
年
４
月
か
ら
、
別
室
登
校
の

児
童
・
生
徒
に
対
し
、
教
室
と
同
じ

学
習
支
援
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
学
習
や
状
況
に

よ
り
教
室
の
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信

し
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
６
月
か
ら
は
、
教
育
研
究
所
内
の

わ
か
た
け
教
室
に
学
校
と
同
じ
環
境
で
学
習

支
援
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

ド
リ
ル
学
習
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　

税
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
下
表
の
と

お
り
。

■
七
尾
市
災
害
情
報
の
入
手
方
法
に
つ
い
て

■
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
発
信
内
容
の
確
認
方
法

と
部
活
動
指
導
員
の
現
状
と
確
保
の
方
法
は
？

①
災
害
情
報
は
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど

か
ら
放
送
さ
れ
て
い
る
が
、
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
放
送
は
屋
内
に
居
れ
ば
当
然

に
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
位
置
や
天
候
な
ど
で
も
聞

き
取
れ
な
い
と
の
声
を
聞
く
。
聞
き
取
れ
な
い

場
合
の
確
認
方
法
を
伺
う
。

②
部
活
動
で
の
体
験
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
教
員
に

と
っ
て
は
大
き
な
負
担
で
も
あ
る
。
今
後
、
引

率
可
能
な
部
活
動
指
導
員
の
確
保
な
ど
が
必
要

に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
状
と
人
材
確
保
の

方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

①
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
天

候
や
風
向
き
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
宅
内

に
居
る
場
合
に
聞
こ
え
づ
ら
い
と
い
う
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、
放

送
内
容
と
と
も
に
屋
外
放
送
音
声
再
生
サ
ー
ビ

ス
（
５
３
―
８
３
３
３
）
で
放
送
さ
れ
た
内
容

を
確
認
で
き
る
こ
と
も
案
内
し
て
い
る
。

②
現
在
61
の
部
活
が
あ
り
、
外
部
コ
ー
チ
29
人
、

部
活
動
指
導
員
５
人
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
部

活
動
指
導
員
は
単
独
で
指
導
や
引
率
が
で
き
る

が
、
活
動
時
間
の
制
約
や
事
故
の
責
任
か
ら
部

活
動
指
導
員
に
は
な
り
に
く
い
と
い
う
実
情
が

あ
る
。
引
き
続
き
増
員
に
向
け
働
き
か
け
て
い
く
。

■
交
流
人
口
の
拡
大
政
策
に
つ
い
て

七
尾
版G

o
To

ト
ラ
ベ
ル
の
仕
組
み
は
？

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
強
く
受
け
、
ま
た
関
係
す
る
事

業
者
が
大
変
多
い
観
光
分
野
に
お
い
て
、
大
規
模
な
支

援
で
あ
る
七
尾
版G

oTo

ト
ラ
ベ
ル
は
歓
迎
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
七
尾
版G

oTo

ト
ラ

ベ
ル
の
予
約
の
手
続
き
や
割
引
の
方
法
に
加
え
、

今
後
、
国
や
県
な
ど
他
の
支
援
と
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
っ
て
柔
軟
に
調
整
可
能
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
か
伺
う
。

　

ま
た
、
こ
の
取
組
み
は
、
地
域
の
事
業
者
の
み

な
さ
ん
に
向
け
た
説
明
会
を
丁
寧
に
行
い
、
し
っ

か
り
活
用
さ
れ
る
よ
う
促
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
が
、
説
明
会
開
催
の
予
定
を
伺
う
。

こ
の
制
度
は
、
旅
行
予
約
サ
イ
ト
を
通
じ

た
１
室
２
万
円
以
上
の
宿
泊
に
対
し
て

１
万
円
を
割
り
引
く
も
の
で
、
予
約
サ
イ
ト
で
配

布
す
る
ク
ー
ポ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
で
割
引
後
の

価
格
で
予
約
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
国
・

県
の
ス
キ
ー
ム
と
同
じ
予
約
方
法
で
あ
れ
ば
併
用

は
可
能
で
あ
り
、
異
な
る
予
約
方
法
で
あ
っ
て
も

で
き
る
限
り
併
用
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

　

能
登
鹿
北
商
工
会
や
和
倉
温
泉
旅
館
協
同
組
合

か
ら
、
広
く
み
な
さ
ん
に
説
明
を
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
説
明
し
て
い
く
。

 
一
般
質
問

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

質

質

質

答

答

答

学校の教室学校の教室

部活動（イメージ）

木下 美也子 議員
（無会派）

和倉温泉和倉温泉

木戸 奈諸美 議員
（あすなろ）

  緊急防災情報告知システム音声サービス
　放送された内容（録音されたもの）は音声サービスで聞くことができます
（通話料金がかかります）。
　　詳細は下記七尾市ホームページをご覧ください。
　　https://www.city.nanao.lg.jp/soumu/bosai/kurashi/bosai/joho/okugaisupika.html

【七尾版GoToトラベルで想定されるパターン（例）】
  割引の内容：１室２万円以上の宿泊に対して１万円の割引
  例：1万円×３名　　　　・・・３万円－割引額1万円＝自己負担額2万円

髙橋 正浩 議員
（無会派）

＜キャッシュレス化＞
種　類 対　象 決済方法 運用開始（目標）

手数料 市民課および税務課の窓口で発行する
各種証明書

クレジットカード
電子マネー
QRコード

令和４年８月

税など
市県民税、固定資産税、軽自動車税、
国民健康保険税、介護保険料、後期高
齢者医療保険料、上下水道料金

コンビニ納付
スマホ決済 令和５年度

(１室)



Q&A7 議会だより

七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

　

感
染
急
増
す
る
未
成
年
者
・
児
童
へ
の
対
策
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
こ
と
に
よ
る
親
子

の
心
の
負
担
の
解
消
を
！

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
日
常
活
動
に
制
限
が

か
っ
て
い
る
。
児
童
の
成
長
期
に
お
け
る
心
理
的
影
響

や
、
職
場
を
休
ん
で
家
庭
の
対
応
を
行
う
親
御
さ
ん
や
専
業
主

婦
な
ど
の
マ
マ
さ
ん
の
心
の
負
担
に
強
い
懸
念
が
あ
る
。
子
ど

も
や
保
護
者
へ
の
心
の
負
担
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
聞

く
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
心
の
負
担
を
抱
え
て
い
る
中
、
感
染
者

数
が
落
ち
着
き
、
親
子
で
外
出
し
よ
う
に
も
、
七
尾
市
内
に
は
、

親
子
で
天
気
や
気
温
を
気
に
せ
ず
に
、
長
時
間
滞
在
し
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
施
設
が
そ
も
そ
も
少
な
い
。
親
子
が
安
心
し
て

楽
し
め
る
「
屋
内
公
園
型
施
設
」
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

感
染
者
に
は
、
適
切
な
治
療
の
う
え
、
し
っ
か
り
と
社

会
復
帰
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
。
自
宅
療
養
者
に
は
、

能
登
中
部
保
健
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
健
康
状
況
の
観
察
や
相
談
対

応
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

学
校
や
保
育
園
で
は
、
感
染
し
た
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て

療
養
で
き
る
よ
う
に
、
定
期
的
な
状
況
確
認
と
療
養
中
に
お
け

る
学
校
や
保
育
園
の
情
報
の
提
供
、
登
校
や
登
園
を
再
開
す
る

際
に
は
、
普
段
ど
お
り
の
受
入
れ
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
、
子
供
た
ち
が
、
地

域
に
お
い
て
、
安
心
・
安
全
に
伸
び
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

地
域
で
子
供
た
ち
を
見
守
る
体
制
を
と
る
こ
と
や
、
親
子
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
既
存
施
設
の
充
実
に
努
め
て
い

き
た
い
。

■
子
ど
も
は
宝
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で

　

人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
導
入
せ
よ
！

近
年
、
学
校
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
課
題
が
多
く
、
学
校
で

の
問
題
は
地
域
の
問
題
と
捉
え
、
学
校
と

地
域
が
連
携
・
協
働
し
て
地
域
ぐ
る
み
で

解
決
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
保
護
者
・
地
域
の
方
に
も
一

定
の
責
任
と
権
限
を
与
え
、
当
事
者
意
識

を
持
っ
て
も
ら
い
、
学
校
運
営
に
参
加
す

る
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
地
域
総

が
か
り
で
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
七
尾
市
も
導
入
し
て
は
い
か
が

か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は
、
今
ま
で
以
上
に
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
地
域
住
民
が
学
校
教
育
に
参
画
し
、
地
域
全
体
で
責

任
を
持
っ
て
子
ど
も
の
教
育
に
携
わ
る
こ
と
を
促
す
取
り
組
み

と
し
て
法
改
正
さ
れ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
現
在
、
各
学
校
は
、

地
域
・
保
護
者
と
連
携
し
、
地
域
・
保
護
者
か
ら
も
学
校
に
対

し
て
協
力
的
な
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

学
校
と
し
て
今
以
上
に
、
地
域
や
保
護
者
の
力
を
借
り
た
い

と
い
う
思
い
と
、
一
方
で
、
地
域
・
保
護
者
と
し
て
学
校
の
運

営
に
協
力
し
た
い
と
い
う
思
い
が
沸
き
起
こ
り
、
双
方
か
ら
学

校
運
営
協
議
会
の
設
置
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
く
れ
ば
、
前

向
き
に
検
討
す
る
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

前
澤
氏
と
の
ご
縁
を
さ
ら
に
大
き
な
も
の
に
！

七
尾
市
は
、
昨
年
、ZO

ZO
TO
W
N

の
創
始
者
で
株

式
会
社
ス
タ
ー
ト
ト
ゥ
デ
ィ
代
表
取
締
役
社
長
の
前
澤

友
作
氏
がTw

itter

（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
で
募
集
し
た
ふ
る
さ
と

納
税
の
納
税
先
に
選
出
さ
れ
、
５
０
０
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ
い
た
。

　

前
澤
氏
は
、
七
尾
市
ゆ
か
り
の
長
谷
川
等
伯

の
作
品
「
烏
鷺
図
屏
風
」
を
収
蔵
し
て
お
り
、

七
尾
市
と
の
深
い
ご
縁
と
前
澤
氏
と
の
コ
ラ
ボ

に
よ
り
大
き
な
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
感
じ

た
。
こ
れ
を
機
会
と
し
て
、
大
き
な
ご
縁
と
な

る
よ
う
働
き
か
け
て
は
い
か
が
。

前
澤
氏
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
観

光
振
興
に
活
用
す
る
こ
と
を
条
件
に

納
税
を
希
望
す
る
自
治
体
の
募
集
が
あ
り
、
七

尾
市
も
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
５
０
０
万
円
の
寄

付
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
令
和
４
年
度
の
観

光
振
興
事
業
に
活
用
す
る
。

　

前
澤
氏
は
、
七
尾
市
を
生
誕
の
地
と
す
る
長

谷
川
等
伯
作
の
「
烏
鷺
図
屏
風
」
を
収
蔵
し
て

お
り
、
七
尾
市
と
し
て
も
ご
縁
を
感
じ
て
お
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
お
礼
を
申
し
上
げ
、
し
っ

か
り
と
し
た
関
係
を
築
け
な
い
か
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

質

答

答

答

七尾駅前広場の長谷川等伯像七尾駅前広場の長谷川等伯像

瀨戸 三代 議員
（あすなろ）

山崎 智之 議員
（灘会）

   コミュニティスクールとは
　学校と保護者や地域のみなさんが、と
もに知恵を出し合い、学校運営に反映さ
せることで、一緒に協働しながら子ども
たちの豊かな成長を支え「地域とともに
ある学校づくり」を進める法律に基づい
た仕組み。

烏鷺図屏風（うろずびょうぶ）

　安土桃山時代から江戸初期にかけて活躍した絵師・長谷川等伯の作品
で、六曲一双、各幅 354 cmの大画面に、飛び交うカラスと羽を休める白
サギの群れが、水墨画の流麗なタッチで対照的に描かれている。

中西 庸介 議員
（新政会）

（（（（

七尾市議会だより 検索
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■
保
育
士
・
介
護
・
障
害
福
祉
職
員
へ
の
対
応
に
つ
い
て

処
遇
改
善
補
助
金
の
周
知
の
状
況
は
？

保
育
士
・
介
護
職
な
ど
人
を
扱
う
仕
事
は
、
業
務
量
や

責
任
の
重
さ
が
コ
ロ
ナ
禍
で
一
層
増
し
て
お
り
、
政
府

は
、
重
労
働
に
な
り
が
ち
な
保
育
士
や
介
護
・
福
祉
職
員
の
待

遇
改
善
の
た
め
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
補
助
金
を
交
付
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

　

公
立
に
比
べ
て
、
人
材
が
集
ま
り
に
く
く
離
職
率
も
高
い
私

立
の
こ
ど
も
園
に
と
っ
て
、
人
手
不
足
の
解
消
や
離
職
の
防
止

に
は
賃
金
の
改
善
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
処

遇
改
善
補
助
金
を
、
地
域
の
事
業
所
に
周
知
さ
せ
る
た
め
の
広

報
活
動
を
実
施
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

処
遇
改
善
補
助
金
は
、
各
事
業
所
が
石
川
県
に
補
助
金

申
請
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
制
度
の
周
知
は
石

川
県
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

七
尾
市
が
指
定
し
て
い
る
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
な
ど
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
（
全
22
事
業
所
）
に
は
、
2
月
1
日
に
国
の
通
知
文
書
を

案
内
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
児
童
福
祉
施
設
の
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
補
助
金
は
、

市
町
村
を
経
由
し
各
事
業
所
に
交
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

今
会
議
に
所
要
の
補
正
予
算
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
の

実
施
要
綱
に
基
づ
き
、
事
業
内
容
や
申
請
方
法
な
ど
を
今
会
議

後
す
み
や
か
に
手
続
き
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め

法
人
立
保
育
園
等
に
は
園
長
会
議
で
説
明
を
終
え
て
お
り
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
は
文
書
に
よ
り
通
知
し
て
い
る
。

■
高
齢
者
の
免
許
返
納
に
関
す
る
交
通
整
備
に
つ
い
て

新
た
な
交
通
の
検
討
を
！

高
齢
者
の
免
許
返
納
に
関
す
る
交
通
整
備
に
つ
い
て
、

前
回
の
答
弁
で
デ
マ
ン
ド
交
通
の
話
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
デ
マ
ン
ド
交
通
は
現
在
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

②
新
し
い
交
通
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

③
新
し
い
交
通
も
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
の

と
鉄
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の
既
存
の
交

通
手
段
の
改
善
に
つ
い
て
。

①
現
在
、
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
バ
ス
路

線
の
廃
止
に
伴
い
交
通
空
白
地
と
な
っ

て
い
る
南
大
吞
地
区
で
行
っ
て
い
る
。
令
和
4

年
度
に
は
、
新
た
に
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
地
域
の
現
状
や
移

動
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
な
が
ら
、
他
の
地
区
で
の

デ
マ
ン
ド
交
通
等
の
実
施
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
予
定
で
あ
る
。
高
齢
者
が
免
許
を
返
納
し
て

も
困
ら
な
い
よ
う
し
っ
か
り
計
画
を
実
施
し
て

い
き
た
い
。

②
策
定
さ
れ
た
計
画
は
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
で
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

③
の
と
鉄
道
株
式
会
社
の
ほ
う
で
計
画
し
、
実

施
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
整
備
の
例
は
下
表

の
と
お
り
。

■
県
道
池
崎
徳
田
線
の
改
良
工
事
促
進
に
つ
い
て

工
事
促
進
の
た
め
の
働
き
か
け
を
！

一
般
県
道
池
崎
徳
田
線
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
元
住
民
、

朝
日
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護

者
か
ら
何
回
と
な
く
要
望
し
て
い
る

が
一
向
に
工
事
が
進
ま
な
い
。

　

こ
の
道
路
は
、
朝
日
小
学
校
、
七

尾
中
学
校
、
七
尾
東
雲
高
校
へ
の

通
学
路
で
あ
り
、
市
道
徳
田
18
号
線
、

国
道
鹿
島
バ
イ
パ
ス
と
の
連
絡
道
路

と
し
て
と
て
も
重
要
な
道
路
で
あ
り
、

こ
の
工
事
を
一
日
で
も
早
く
進
め
る

よ
う
石
川
県
に
強
く
働
き
か
け
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
、
市
長
の
見
解

を
伺
う
。石

川
県
が
管
理
す
る
一
般
県
道
池
崎
徳
田
線
で
は
、
朝

日
小
学
校
付
近
の
第
3
徳
田
踏
切
の
抜
本
的
な
安
全
対

策
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
区
間
の
用
地
は
石
川
県
名
義

で
あ
る
が
、
用
途
の
制
約
が
あ
り
、
石
川
県
だ
け
の
判
断
で
工
事

を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

今
年
度
、
七
尾
市
と
七
尾
市
議
会
と
が
一
体
と
な
っ
て
改
良
工

事
が
進
む
よ
う
石
川
県
に
要
望
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続

き
石
川
県
と
協
力
し
て
い
く
。

　

な
お
、
七
尾
東
雲
高
校
か
ら
第
3
徳
田
踏
切
ま
で
の
区
間
は
通

学
路
と
な
っ
て
お
り
、
歩
行
者
の
安
全
を
図
る
た
め
、
現
在
、
高

校
の
正
門
付
近
で
道
路
を
広
げ
歩
行
区
間
を
確
保
す
る
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質

質

質

答

答

答

ノンステップバスノンステップバス

第3徳田踏切第3徳田踏切

山花　剛 議員
（無会派）

西川 英伸 議員
（新政会）

徳田 正則 議員
（新政会）

【既存交通手段のバリアフリー化の例】
 のと鉄道 ・車両に車椅子対応のトイレやスペースの設置【のと鉄道株式会社】

・能登中島駅、田鶴浜駅などに車椅子対応のトイレを整備【七尾市】
 コミュニティバス ・乗り降りが容易なノンステップバスに変更【七尾市】

・ステップや手すりの設置【七尾市】
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七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
水
産
振
興
に
つ
い
て

漁
業
者
へ
の
支
援
の
考
え
方
は
？

七
尾
市
の
総
合
計
画
な
ど
に
は
６
次
産
業

化
の
推
進
を
明
記
し
て
い
る
が
、
そ
も

そ
も
１
次
産
業
の
持
続
的
な
進
展
な
く
し
て
６
次

産
業
化
は
絵
に
描
い
た
餅
で
あ
る
。
水
産
関
係
は
、

漁
師
が
安
定
的
に
仕
事
を
行
い
安
定
し
た
収
入
を

確
保
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
国
や
県

と
さ
ら
な
る
連
携
・
協
力
を
進
め
支
援
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
七
尾
市
と
し
て
の
取
り
組
み

と
ヒ
ラ
メ
・
ク
ロ
ダ
イ
の
稚
魚
や
サ
ザ
エ
・
ア
ワ

ビ
の
稚
貝
を
放
流
す
る
種
苗
放
流
事
業
を
拡
大
す

る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

七
尾
湾
の
漁
業
に
つ
い
て
は
、
七
尾
湾
漁

業
振
興
協
議
会
が
種
苗
放
流
や
資
源
量
調

査
、
地
元
小
学
校
へ
の
出
前
講
座
を
行
っ
て
お
り
、

富
山
湾
側
で
は
、
七
尾
能
登
島
定
置
網
漁
業
振
興

会
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
「
い
き
い
き
七
尾
魚
」

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
に
は
、
海
底
耕
運
や
藻
場

の
保
全
の
た
め
の
小
型
の
漁
礁
を
設
置
し
、
ア
カ

ガ
イ
や
稚
魚
が
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
う
。

　

種
苗
放
流
は
、
漁
業
者
か
ら
事
業
拡
大
の
要
望

が
あ
れ
ば
、
種
苗
の
提
供
元
の
石
川
県
水
産
総
合

セ
ン
タ
ー
と
の
調
整
の
う
え
、
要
望
に
沿
え
る
よ

う
検
討
す
る
。

 
一
般
質
問

質答

和田内 和美 議員
（無会派）

能登島須曽能登島須曽

■
ふ
る
さ
と
教
育
に
つ
い
て

今
後
の
ふ
る
さ
と
教
育
の
考
え
方
は
？

こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
七
尾
、
未
来
を
紡
い
で
い
く

若
い
世
代
の
た
め
に
も
ふ
る
さ
と
教
育
は
重
要
で
あ
る
。

今
後
ど
の
よ
う
な
ふ
る
さ
と
教
育
を
予
定
し
て
い
る
か
伺
う
。

　

ま
た
、
の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、「
こ
こ
に
来
れ

ば
七
尾
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
」
と
好
評
価
を
得
て
お
り
、
さ

ら
に
利
活
用
が
進
め
ば
、
能
登
七
尾
の
魅
力
の
再
発
見
や
生
涯

学
習
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
市
民
に
浸

透
さ
せ
、
ふ
る
さ
と
教
育
の
一
環
と
し
て
活
用
し
て
い
く
の
か

伺
う
。

ふ
る
さ
と
教
育
は
、
各
学
校
な
ど
で
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
地
域
学
習
や
体
験
学
習
を
地
域
や
各
種
団

体
な
ど
と
協
力
・
連
携
し
行
っ
て
き
て
お
り
、

今
後
も
継
続
し
て
展
開
し
て
い
く
。

　

子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
大
人
ま
で
が
郷
土

の
食
・
産
業
・
自
然
な
ど
を
学
び
共
有
で
き

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
実
施
を
広
報
な

な
お
や
チ
ラ
シ
で
呼
び
か
け
、
の
と
里
山
里

海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
ふ
る
さ
と
教
育
に
つ
な

が
る
施
設
と
し
て
い
く
。
ま
た
、
七
尾
ふ
る

さ
と
文
庫
館
に
は
ふ
る
さ
と
の
偉
人
・
歴
史
・

文
化
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
施

設
が
ふ
る
さ
と
七
尾
を
知
る
扉
で
あ
り
、
こ

の
扉
を
開
け
る
こ
と
が
ふ
る
さ
と
七
尾
を
知

る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

 

一
般
質
問

質答

のと里山里海ミュージアムのと里山里海ミュージアム

原田 一則 議員
（灘会）

■
児
童
生
徒
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
」
に
つ
い
て

■
聴
覚
障
が
い
者
の
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て

W
i-Fi

環
境
を
整
え
ら
れ
な
い
家
庭

へ
の
配
慮
を
！

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
に
関
し
て
、

家
庭
の
事
情
に
よ
りW

i-Fi

環
境
を
整
え
ら
れ
な
い
家

庭
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
も
の
と
危
惧
し
て
い
る
。
学
び
の
保
障
、

教
育
機
会
の
均
等
の
観
点
か
ら
、
一
人
の
児
童
・
生
徒
も
取
り

残
す
こ
と
な
く
、
し
っ
か
り
と
対
応
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

　

意
思
疎
通
支
援
事
業
の
実
施
要
綱
と
解
釈
の
通
知
に
よ
れ
ば
、

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
保
障
す
る
観
点
か

ら
派
遣
の
内
容
は
広
く
扱
う
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。
七
尾
市
も

派
遣
対
象
範
囲
を
も
っ
と
広
く
す
る
よ
う
要

綱
改
正
を
望
む
が
見
解
を
伺
う
。

令
和
４
年
５
月
末
に
１
人
１
台
端
末

を
家
庭
に
持
ち
帰
る
環
境
の
整
備
が

完
了
し
、
６
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
使

え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
、
準
要
保
護
者

へ
の
就
学
支
援
費
に
新
た
に
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
通
信
費
の
項
目
を
加
え
し
っ
か
り
支
援
し

て
い
き
た
い
。

　

七
尾
市
ろ
う
あ
協
会
か
ら
聴
覚
障
が
い
者

が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
に
時
代
に
即
し

た
要
綱
に
見
直
す
よ
う
要
望
が
あ
り
、
聴
覚

障
が
い
者
が
生
活
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な

も
の
に
つ
い
て
は
派
遣
の
対
象
と
す
る
こ
と

で
要
綱
を
改
正
す
る
。
会
員
の
皆
様
に
は
、

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
終
了
す
れ
ば
説

明
会
を
開
催
し
説
明
す
る
。

 

一
般
質
問

質答

江曽 ゆかり 議員
（無会派）

 【これまでのふるさと学習の具体例】
・七尾城跡の見学や調査
・長谷川等伯や七尾の歴史・町名を学ぶ
・まちなか探検
・地域の伝統芸能や祭り体験　　etc.

【意思疎通支援者の派遣に新たに対象として加えるもの】
・住宅の購入や改修
・ローンの手続き
・車や大型家電の購入
・情報通信機器（パソコン、スマートフォン）の購入

七尾市議会だより 検索
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令和3年度第2回定例会2月会議　採決結果一覧表

2月会議において、提案された議案等の結果は下記の通りです。
なお、佐藤議長は、採決には加わりません。

■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

　委員会活動報告
 総務企画 常任委員会
日時 ： 令和４年２月1５日（火）

● 新ごみ処理施設建設の進捗状況について
　 ⇒ 計画どおり進んでいるということを確認しました。

● 能登島地区ケーブルテレビ整備事業の進捗状況について
　 ⇒ コロナ禍のなか、半導体などが不足しているが、計画どおり進んでいるということを確認しました。

事業をより詳しく調査するため、教育民生常任委員会で月例委員会を開催しました。事業をより詳しく調査するため、教育民生常任委員会で月例委員会を開催しました。

委員長　西川 英伸　／　副委員長　原田 一則
委　員　山花 剛、瀨戸 三代、山添 和良、永崎 陽

議　　　案　　　名 採決結果

議案
第61号 令和3年度七尾市一般会計補正予算（第13号） 可決

議案
第62号 七尾市手数料条例の一部を改正する条例について 可決

■
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副
反
応
に
つ
い
て

情
報
提
供
と
ケ
ア
は
十
分
か
？

２
０
１
６
年
３
月
議
会
、
県
外
に
お
い
て
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
七
尾
市
在
住
の
方
が

記
憶
障
害
お
よ
び
手
足
の
機
能
麻
痺
な
ど
に
苦
し
ん
で
い
た
こ

と
や
国
に
お
い
て
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無
と
症
状
が
確
認
で
き
れ
ば

独
自
で
医
療
費
を
助
成
し
て
い
る
自
治
体
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
。
七
尾
市
で
は
、
厚
生
労
働
省
が
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
個
別
に
送
付
し
て
い
る
が
以
下
２
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副
反
応
の
リ
ス
ク
の
情

報
提
供
は
十
分
か
。

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
副
反
応
が
み
ら
れ
た

場
合
、
し
っ
か
り
と
し
た
ケ
ア
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
そ
れ
は
十
分
か
。

①
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
他
に
、
接
種
前

に
医
師
へ
の
相
談
が
必
要
な
症
状

の
事
例
や
、
接
種
に
つ
い
て
は
保
護
者
同
伴

で
あ
る
こ
と
な
ど
の
案
内
も
送
付
す
る
の
で
、

ご
家
族
で
し
っ
か
り
相
談
し
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

②
副
反
応
と
思
わ
れ
る
症
状
が
出
た
場
合
は
、

接
種
し
た
医
師
に
相
談
す
る
よ
う
案
内
す
る
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
多
様
な
症
状
に
対

応
で
き
る
県
内
の
協
力
医
療
機
関
を
紹
介
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
質
問

質答

山添 和良 議員
（無会派）

【接種前に医師への相談が必要な事例】
 ①けがなどをきっかけに原因不明の疼痛が続い
　 たことがある方
 ②他のワクチンを含め、接種の際に激しい疼痛
　 や四肢の痺れを生じたことのある方接種の検討のための厚生労働省接種の検討のための厚生労働省

が発行しているリーフレットが発行しているリーフレット

Q&  A議員の 市の

議　　　案　　　名 採決結果

議案
第63号

七尾市七尾駅前駐車場条例の一部を改正する条例
について 可決
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3月会議において、提案された議案等の結果は下記の通りです。なお、佐藤議長は、採決には加わりません。

議　　　案　　　名 採決結果

議会議案
第8号

七尾市議会委員会条例の一部を改正する条例につ
いて 可決

議会議案
第9号

地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を
求める意見書 可決

議会議案
第10号

介護職員の処遇改善に関する手続きの簡素化と対象
職種の拡大を求める意見書 可決

議会議案
第11号

ロシア軍のウクライナからの即時撤退を求める決議
について 可決

議　　　案　　　名 採決結果
同意案
第5号

農業委員会委員の任命について
■岡﨑　康 同意

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第64号 令和4年度七尾市一般会計予算 可決
議案
第65号 令和4年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計予算 可決
議案
第66号 令和4年度七尾市国民健康保険特別会計予算 可決
議案
第67号 令和4年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計予算 可決
議案
第68号 令和4年度七尾市介護保険特別会計予算 可決
議案
第69号

令和4年度七尾市公設地方卸売市場事業特別会計
予算 可決

議案
第70号 令和4年度七尾市水道事業会計予算 可決
議案
第71号 令和4年度七尾市下水道事業会計予算 可決
議案
第72号 令和4年度七尾市病院事業会計予算 可決
議案
第73号 令和3年度七尾市一般会計補正予算（第14号） 可決
議案
第74号

令和3年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正
予算（第3号） 可決

議案
第75号

令和3年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算
（第2号） 可決

議案
第76号 令和3年度七尾市水道事業会計補正予算（第2号） 可決
議案
第77号 令和3年度七尾市下水道事業会計補正予算（第3号） 可決
議案
第78号 令和3年度七尾市病院事業会計補正予算（第3号） 可決
議案
第79号 七尾市部設置条例の一部を改正する条例について 可決
議案
第80号

七尾市ケーブルテレビ事業条例の一部を改正する条
例について 可決

議案
第81号

七尾市地域生活安全条例の一部を改正する条例につ
いて 可決

議案
第82号 七尾市犯罪被害者等支援条例について 可決
議案
第83号

七尾市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正す
る条例について 可決

議案
第84号

七尾市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
する条例について 可決

議案
第85号

七尾市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第86号

市長及び副市長給与条例及び教育長の給与、勤務時
間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する
条例について

可決

議案
第87号

七尾市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例について 可決

議案
第88号

市長等の給与の特例に関する条例を廃止する条例に
ついて 可決

議案
第89号 市長の給与の特例に関する条例について 可決
議案
第90号

七尾市国民健康保険税条例の一部を改正する条例につい
て 可決

議案
第91号 七尾市手数料条例の一部を改正する条例について 可決
議案
第92号 七尾市基金設置条例の一部を改正する条例について 可決
議案
第93号

七尾市ゆうかり子育てセンター条例を廃止する条例
について 可決

議案
第94号

七尾市保育園等保育料徴収条例の一部を改正する条
例について 可決

議　　　案　　　名 採決結果
議案
第95号

七尾市放課後児童クラブ設置条例の一部を改正する
条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第96号 七尾市出産祝金条例の一部を改正する条例について 可決
議案
第97号

七尾市保育士等修学資金貸付条例の一部を改正する
条例について 可決

議案
第98号

七尾市集落排水施設条例の一部を改正する条例につ
いて 可決

議案
第99号

七尾市笠師保健康増進センター条例を廃止する条例
について 可決

議案
第100号

七尾市湯っ足りパーク条例の一部を改正する条例に
ついて 可決

議案
第101号

病院事業管理者の給与等に関する条例の一部を改正
する条例について 可決

議案
第102号

七尾市消防団に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 可決

議案
第103号

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につい
て 可決

議案
第104号

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につい
て 可決

議案
第105号 七尾市過疎地域持続的発展計画の変更について 可決
議案

第106号 指定管理者の指定について 可決
議案

第107号
「工事請負契約の締結について」の議決の一部変更
について 可決

議案
第108号 財産の無償譲渡について 可決
議案

第109号 財産の無償譲渡について 可決
議案

第110号 市道路線の廃止について 可決
議案

第111号 市道路線の認定について 可決
議案

第112号 令和3年度七尾市一般会計補正予算（第15号） 可決
議案

第113号
令和3年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正
予算（第4号） 可決

議案
第114号

令和3年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計補正
予算（第2号） 可決

議案
第115号

令和3年度七尾市介護保険特別会計補正予算（第4
号） 可決

議案
第116号

令和3年度七尾市公設地方卸売市場事業特別会計補
正予算（第3号） 可決

令和3年度第2回定例会3月会議　採決結果一覧表 ■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

～提出した議会議案の概要について～
● 議会議案第8号　七尾市議会委員会条例の一部を改正する条例について
　【内容】　組織改編により新設される企画振興部の所管に属する事項を総務企画常任委
　　　　　員会の所管に追加するものです。
　　
● 議会議案第11号　ロシア軍のウクライナからの即時撤退を求める決議について
　【内容】　ロシア軍のウクライナ侵攻を強く非難するとともに、軍の即時撤退と国際法の
　　　　　遵守を強く求める決議です。
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● ● ● お 知 ら せ ● ● ●

　議会だよりへの、市民の皆さんの率直なご
意見・ご感想をお寄せください。なお、議会
の会議録については、七尾市役所情報公開コ
ーナー、七尾市立図書館等に備えてあるほ
か、市のホームページでも閲覧できるように
なっていますので、ご覧ください。

「七尾市議会だより」
デジタルブック（多言語）対応

議　会　の　動　き

1月 24日 議会運営委員会
2月 3日 石川北部アール・ディ・エフ広域処理組合

議会運営委員会（志賀町）
10日 全員協議会

予算決算常任委員会協議会
議員協議会
令和3年度第2回定例会2月会議

12日 七尾ふるさと文庫館オープン記念式典
15日 総務企画常任委員会
17日 令和4年第1回七尾鹿島広域行政懇話会
18日 自衛隊入隊予定者激励会
21日 石川県後期高齢者医療広域連合

令和4年第1回議会定例会（金沢市）
22日 全員協議会

2月 25日 議会運営委員会
28日 石川北部アール・ディ・エフ広域処理組合

第1回組合議会定例会（志賀町）
3月 1日 全員協議会

1日～22日 令和3年度第2回定例会3月会議
5日 田鶴浜こども園落成式
24日 七尾市体育協会令和3年度臨時総会
26日 七尾市スポーツ賞表彰式

よつば保育園閉園式
29日 のと鉄道運営助成基金事務組合議会

議員協議会
のと鉄道運営助成基金事務組合議会定例会

4月 13日 議会だより編集委員会
21日 北信越市議会議長会定期総会

架橋４０周年を迎えた能登島大橋架橋４０周年を迎えた能登島大橋

【傍聴を希望される方へ】
・傍聴申込書に住所、氏名を記入してから入場してください。
・団体で傍聴される場合は、団体名称、
　人員、代表者または責任者の住所、
　氏名を記入してください。

・発熱等の風邪症状が見られる場合は傍聴はご遠慮くだ
さい。
・消毒液による手指衛生の徹底をお願いします。
・咳エチケットやマスクの着用をお願いします。
・間隔を空けた着席をお願いします。

・ケーブルテレビななおでは、議会の様子を生中継して
おります。

・ユーチューブで議会中継をご覧いただけます。
  QRコードを読み取ってご覧ください。

傍聴の際は、次のことにご協力ください。

議会傍聴・議会
中継のお知らせ 新型コロナウイルスの感染状況によっては傍聴の自粛をお願いする場合があります。ご協力をお願いします。


